中に、 地方 長官の 威勢の 大きい こと を 味わって、 意気 

揚々 としてい るので ある。 

閭は 前日に 下役の ものに 言って おいて、 今朝 は 早く 

起きて、 天台 県の 国 清 寺 を さして 出かける ことにした _ 

これ は 長 安に いたと きから、 台 州に 着いたら 早速 往こ 

うと きめてい たので ある。 

何の 用事が あって 国 清 寺へ 往く かとい うと、 それに 

は 因縁が ある。 閭が長 安で 主簿の 任命 を 受けて、 これ 

から 任地へ 旅立とう としたと き、 あいにく こらえられ 

ぬ ほどの 頭痛が 起った。 単純な レゥ マチス 性の 頭痛で 

はあった が、 閭は 平生から 少し 神経質であった ので、 



かかりつ けの 医者の 薬 を 飲んでも なかなかな おらない。 

これで は 旅立ちの 日 を 延ばさなくて はなるまい かと 

言って、 女房と 相談して いると、 そこへ 小 女が 来て、 

「 只今，、 - J 門の 前へ 乞食 坊主 がまい りまして、 ご主人に 

お 目に かかりた いと 申します がいかが いたし ましよ 

う」 と 言った。 

「ふん、 坊主 か」 と 言って 閭 はしば らく 考えた が、 「と 

にかく 逢って みるから、 ここへ 通せ」 と 言いつけた。 

そして 女房 を 奥へ 引っ込ませた。 

元来 閭は 科挙に 応ずる ために、 経書 を 読んで、 五 言 

の 詩 を 作る こと を 習った ばかりで、 仏典 を 読んだ こと 



しに 逢いたい と言われた そうだが、 なんの ご用 かな」 

僧 は 言った。 「あなた は 台 州へ おいでな さる ことに 

おなりな すった そうで ございま すね。 それに 頭痛に 悩 

んで おいでな さると 申す ことで ございます。 わたくし 

は それ を 直して 進ぜようと 思つ て 参りました」 

「いかにも 言われる 通りで、 その 頭痛の ために 出立の 

日 を 延ばそうかと 思って いますが、 どうして 直して く 

れられ るつ もり か。 何 か 薬方で も ご存じ か」 

「いや。 四 大の身 を 悩ます 病 は 幻で ございます。 ただ 

まじない 

清浄な 水が この 受糧 器に 一 ぱい あれば よろしい。 S 几 

で 直して 進ぜます」 



くるりと 閭に 背中 を 向けて、 戸口の 方へ 歩き 出した。 

「まあ、 ちょっと」 と閭が 呼び留めた。 

僧 は 振り返った。 「何 かご 用で」 

「寸志のお 礼が いたした いのです が」 

ぐんしょう きょうまん しゃくぶく 

「いや。 わたくし は 群生 を 福利し、 懦慢を 折伏す 

- 一 つ じき 

るた めに、 乞食 はいたし ますが、 療治 代 はいた だき ま 

せぬ」 

「なるほど。 それで は 強いて は 申しますまい。 あなた 

は どちらのお 方 か、 それ を 伺って おきたい のです が」 

「これまでお つたと ころで ございま すか。 それ は 天台 

の 国 清 寺で」 



顧みない。 これ は 読書人で も 同じ ことで ある。 もちろ 

ん書を 読んで 深く 考えたら、 道に 到達せ ずに はいられ 

まい。 しかし そうまで 考えないでも、 日々 の 務め だけ 

むとんじゃく 

は 弁じて 行かれよう。 これ は 全く 無頓着な 人で ある。 

つぎに 着意して 道 を 求める 人が ある。 専念に 道 を 求 

めて、 万事 を なげうつ こ ともあれば、 日々 の 務め は 怠 

ら ずに、 たえず 道に 志して いる こと も ある。 儒学に 

入っても、 道教に 入っても、 仏法に 入っても 基督教に 

入っても 同じ ことで ある。 こういう 人が 深く はいり 込 

むと 日々 の 務めが すなわち 道 そのもの にな つ てし まう- 

つづめて 言えば - J れは皆 道 を 求める 人で ある。 



翌朝 知 県に 送られて 出た。 きょう もき のうに 変らぬ 

天気で ある。 一 体 天台 一 万 八 千 丈と は、 いつ 誰が 測量 

したに しても、 所詮 高 過ぎる よう だが、 とにかく 虎の 

いる 山で ある。 道 は なかなか きのうの ように は涉ら 

ひるめし 

ない。 途中で 午 飯 を 食って、 日が 西に 傾き かかった こ 

ろ、 国 清 寺の 三門に 着いた。 智者 大師の 滅 後に、 隋の 

煬# が 立てた という 寺で ある。 

寺で も 主 簿のご 参詣 だとい うので、 おろそかに はし 

ない。 道翹 という 僧が 出迎えて、 閭を 客間に 案内した。 

さて 茶菓の 饗応が 済む と、 閭が 問うた。 「当 寺に 豊干 

と いう 僧が おられました か」 



と ある 日 ふいと 出て 行って しまわれました」 

「それ はどうい う ことがあ つたので すか」 

「全く 不思議な ことで) J ざ いました。 ある 日 山から 虎 

に騎 つて 帰って 参られた ので ございます。 そして その 

まま 廊下へ はいって、 虎の 背で 詩を吟 じて 歩かれ まし 

た。 一体 詩を吟 ずる ことの 好きな 人で、 裏の 僧院で も、 

夜になる と 詩を吟 せられました」 

あらかん あと 

「は あ。 活 きた 阿羅漢で すな。 その 僧院の 址 はどう 

なって います か」 

「只今 も あき 家に なって おります が、 折 リ折リ 夜に な 

ると、 虎が 参って 吼 えてお ります」 



来る 道翹に 言った。 I 拾得と いう 僧 はま だ 当 寺に おら 

ォます 力」 

道翹は 不審ら しく 閭の顏 を 見た。 「よくご 存じで ご 

ざいます。 先刻 あちらの 厨で、 寒 山と 申す ものと 火 

に 当ってお りました から、 ご用が おありな さるなら、 

呼び寄せましょう か」 

「はは あ。 寒 山 も 来て おられます か。 それ は 願っても 

ない ことです。 どうぞ ご苦労つ いでに 厨に ご 案内 を 願 

いましょう」 

「承知いた しました」 と 言って、 道翹は 本堂に ついて 

西へ 歩いて 行く。 



閭が 背後から 問うた。 「拾得さん はい つ ごろから 当 

寺に おられます か」 

「もうよ ほど 久し いこと でございます。 あれ は豊 干さ 

んが 松林の 中から 拾って 帰られた 捨て子で ございま 

す」 

「は あ。 そして 当 寺で は 何 をして おられます か」 

じき どう 

「拾われて 参って から 三年 ほど 立ちました とき、 食堂 

で 上座の 像に 香 を 上げたり、 燈明を 上げたり、 その ほ 

か 供え もの を させたり いたしました そうで ございます- 

そのうち ある 日 上座の 像に 食事 を 供えて おいて、 自分 

が 向き合って 一 しょに 食べて いるの を 見つけられ まし 
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